右室流出路再建術後遠隔期狭窄を如何に予防するか? -生体吸収性素材 (poly-L 乳酸) 及び非縫合有茎自己心膜の有用性に関する実験的研究- by 田中 芳明
右室流出路再建術後遠隔期狭窄を如何に予防するか













た なか よし あき
 田 中 芳 明(神奈川県)
 博 士(医学)





 右室流出路再建術後遠隔期狭窄を如 何に予 防する
 か?









                研究目的
 先天性心疾患において右室と肺動脈間の血流を再建するため心外導管が使用されている。 しか
 し, 遠隔期に新生内腹の肥厚や成長に伴う相対的狭窄により再手術が必要とされる症例が少なく
 な い。 狭窄 による再手術を回避する方法を開発する目的で2っの実験 を行った。
                研究方法
 雑種幼若犬 を用 いた。
 実験1は心外導管の一部に生体吸収性素材 (ポリL乳酸) を使用し術後6, 12, 24 ケ月に肉
 眼的, 組織学的および引張試験で評価した。
 実験2は右室流出路再建の方法と して自己心膜を使用 した。 特に茎部の組織の連続性及び血流
 の保持に着眼 し, 茎部に心膜翻転部を利用 した非縫合有茎自己心膜による方法と従来の標準的な
 有茎自 己心膜を使用 した方法を実験1と同様比較検討 した。
                研究結果
 実験1では, 生体吸収性素材であるポリL乳酸シートは, 吸収に伴って弾力性の向上が得ら
 れ た。
 実験2では非縫合有茎自己心膜が成長する可能性 を有す る結果 が得 られた。
                結論
 今回の実験の結果より, ポリL乳酸シートと非縫合有茎自己心膜の composite graft が右室
 流出路再建用 の外導管と して有用性が高 い可能性のあることが推測された。
             研究の意義・独創的な点
 外導管の狭窄を防止できれば再手術が回避でき, 臨床的また社会的にも意義の大きいものとな
 る。





 管の狭窄防止を目的と して, 2つの方法に着眼し狭窄による再手術の回避を模索 した ものであ り,
 最終的にはこの2つの方法を組み合わせ, 論文の前半は心外導管の素材に着目したもので, 今回
 の実験では外導管の径の 成長 は確認できな かったが, 組織学的な考察およ び免疫組織科学的手法,
 さらには引張試験と当大学工学部の協力により生体工学的にも言及されたことを評価されたい。
 特にこの引張試験では明 らかに時間がたつ につ れ弾性の 向上がえられ生体の血管へ近似 していく
 結果がえ られたのは興味深い点であ り, 今後改良によりさ らに適切な吸収速度 が得 られれば今後
 さらに発展 していく可能性を有 している。
 これに対し後半は観点を変えて, 自己生体組織を用いてその手術手技を改良することでより狭
 窄の防止が可能かを検討 した ものであ る。 組織の連続性および血流の保持を目的に した ものであ
 るが, 予想どうり結果は好ま しいものとなった。 評価方法は前半と同様に免疫組織学的手法から
 生体工学的手法まで用いて検討されている。
 これ らの一見全く異なるように思える 2つの研究 である が, 実際, 狭窄による再手術の 予防と
 いう最終的な目的は明解であ り, 今回の2つの研究はそれぞれ今後の臨床および研究の発現在広
 く施行されている方法をさらに発展させていく方向性がしめされている。 展に大きな知見を示唆
 する論文 とな っている と考え る。
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